































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表 1  〔 彗後諸藩の変遷 波 辺海夫 『大分県の歴史』 (山川出版社)コ
岡蒲 1結!幣彬義――――
――――――一―――幕末





佐伯藩(聴; 5彎1協| )→毎掃f観 吾政




長 2 12万石 → 慶長 4 2万 石 →
福原直高  1599 早 川長敏
2万石  → 万治元 22万 石一一→幕末
日根野吉明 1658 松 平忠昭
45万 石  → 正保 2 32万 石 ―一→ 幕末













22万 石 → 同 12
松平忠lg   大 分郡中津留転封廃落
→ 1司19





































肥後領  (23万 石)
延岡領  (2万 'F)
天 領
()内 は途中庄落。竹中玉利の府r/A3入封慶長 6年 (1601)説は 「大分市
央 」 _「it―(点を〕.


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































4年    (64)
5生  (65)
6年  (66)











24島  (32) ♀| | |・
























































表正 姉 崎正治氏作製 召 捕人数の表
理
，
日
樹
ｇ
ｔ
者
．…
！
史
　
　
苑
（第
二
十
五
巻
二
号
）
（
１０
）
姉
崎
正
治
『切
支
丹
宗
門
の
迫
害
と
港
伏
』
（同
文
館
・
大
正
十
四
年
）
二
六
九
十
二
七
一
頁
。
（
１１
）
姉
崎
正
治
『切
支
丹
伝
道
の
興
庄
』
（同
文
館
・
昭
和
五
年
）
七
六
六
十
七
六
七
京
。
以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
「演
出
さ
れ
た
解
顕
」
を
契
機
と
し
て
、
絵
踏
が
強
化
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
り
、
し
か
も
長
崎
奉
行
所
よ
り
踏
絵
板
を
借
用
し
て
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
長
崎
奉
行
所
か
ら
踏
絵
板
を
借
用
す
る
の
は
、
豊
後
で
は
、
日
出
藩
、
岡
落
、
日
杵
藩
、
一
１
》
府
内
藩
、
杵
築
藩
で
あ
る
と
い
わ
れ
、
ほ
と
ん
ど
の
藩
が
借
用
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
こ
の
意
味
に
つ
い
て
岡
藩
の
「踏
絵
鋳
仏
事
件
」
を
と
り
あ
げ
検
討
し
て
み
よ
う
。
寛
文
十
一
（
一
六
七
一
）
年
七
月
二
日
、
長
崎
出
張
中
の
岡
藩
宗
旨
奉
行
の
拓
植
新
右
衛
門
は
、
長
崎
本
行
河
野
権
右
衛
門
を
訪
れ
た
際
に
、
権
右
衛
門
よ
り
、
九
州
各
藩
は
お
お
よ
そ
踏
絵
板
を
倍
用
に
く
る
の
に
、
岡
藩
は
借
り
に
こ
な
い
と
、
暗
に
長
崎
奉
行
所
か
ら
踏
絵
を
借
用
す
る
よ
う
に
指
示
さ
れ
た
。
岡
藩
で
は
、
先
述
の
よ
う
に
万
治
三
（
十
六
六
〇
）
年
八
月
か
ら
絵
踏
が
始
め
ら
れ
、
そ
の
際
に
は
長
崎
奉
行
所
よ
り
踏
絵
を
借
り
て
い
る
が
、
こ
の
時
点
で
は
、
新
た
に
借
用
し
て
い
な
か
っ
た
ら
し
い
。
拓
植
新
右
衛
門
は
こ
れ
に
よ
り
一切
支
丹
仏
弐
体
」
を
借
用
し
て
帰
落
し
、
そ
れ
を
三
家
老
に
見
せ
た
と
こ
ろ
、
三
家
老
は
協
議
の
上
、
鉄
砲
屋
の
井
川
九
郎
兵
衛
に
命
じ
て
同
型
の
も
の
を
新
た
に
数
体
鋳
造
さ
せ
、
借
用
の
踏
絵
は
、
使
ｉ
３
）
者
を
以
て
長
崎
奉
行
に
返
し
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
に
対
し
て
河
野
権
右
衛
円
は
激
怒
し
、
八
月
十
七
日
付
で
三
家
老
宛
に
詰
間
状
を
送
噂
ｆ
以
後
数
力
月
に
わ
た
り
岡
落
を
窮
地
に
お
と
し
い
れ
■
卜。岡
藩
で
は
さ
っ
そ
く
在
府
中
の
藩
主
中
川
久
恒
に
こ
の
こ
と
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
家
老
中
川
藤
兵
衛
は
領
内
に
あ
っ
た
「切
支
丹
仏
」
を
収
集
し
、
こ
れ
を
長
崎
に
持
参
し
そ
の
処
置
を
願
っ
た
が
、
河
野
権
右
衛
門
は
こ
と
ご
と
く
こ
れ
を
鋳
崩
し
て
い
る
。
さ
ら
に
八
月
二
十
六
日
、
中
川
藤
兵
衛
と
宗
旨
本
行
の
拓
梅
新
右
衛
門
・
熊
田
新
左
衛
円
が
謝
罪
使
と
し
て
河
野
権
右
衛
円
の
も
と
に
参
上
し
、
そ
の
際
今
回
鋳
し
た
踏
絵
を
提
出
し
て
い
る
。
ま
た
同
藩
は
、
九
月
一
日
、
三
家
老
及
び
宗
旨
奉
行
を
閉
門
の
処
分
と
眈
、
ひ
た
す
ら
幕
府
の
処
置
を
待
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
十
二
月
、
幕
府
よ
り
の
赦
免
（
，イ
）
の
報
が
達
し
、
家
老
以
下
の
閉
円
が
解
除
と
な
っ
た
。
以
上
、
岡
藩
の
「踏
絵
鋳
仏
事
件
」
の
経
過
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
こ
の
事
件
か
ら
次
の
よ
う
な
こ
と
が
指
摘
で
き
る
と
思
う
。
そ
れ
は
岡
藩
が
長
崎
奉
行
所
か
ら
踏
絵
の
借
用
を
強
制
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
は
、
次
に
記
す
河
野
権
右
衛
門
の
詰
問
状
に
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ
別
紙
申
入
候
。
去
頃
、
拓
植
新
右
衛
門
、
被
・神
越
一候
節
、
共
元
に
踏
絵
少
な
く
て
ど
こ
日
改
の
時
一分
は
は
か
ば
か
し
く
不
レ参
候
由
、
被
レ申
候
付
、　
麦
元
の
踏
絵
弐
枚
借
し
遣
し
申
候
。
然
る
処
に
、
右
の
踏
絵
、　
於
≡其
元
ス
　
写
鋳
被
レ申
候
旨
、
近
頃
以
て
難
二心
得
一候
。
笈
元
に
て
さ
へ
、
踏
絵
為
レ鋳
候
時
分
は
、
御
老
中
へ
相
伺
ひ
候
て
、　
御
指
図
の
上
、　
為
レ鈴
申
事
に
候
。
此
段
共
分
に
は
被
〓差
置
一間
敦
く
、
重
ね
て
被
二仰
聞
一候
。以
上
八
月
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
野
権
右
衛
門
中
川
平
右
衛
円
様
中
川
藤
兵
衛
様
中
川
助
之
進
様
同
落
で
踏
絵
を
鋳
造
し
た
の
は
、
あ
く
ま
で
も
幕
府
、
長
崎
奉
行
所
の
意
向
に
沿
っ
て
、
宗
門
改
を
励
行
す
る
た
め
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
、
非
難
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
「愛
元
に
て
さ
へ
、
踏
絵
為
レ鋳
候
時
分
は
、
御
老
中
へ
相
伺
ひ
候
て
、
御
指
図
の
上
、
為
レ鋳
申
事
に
候
。」
と
い
う
こ
と
で
ぁ
る
。
す
な
わ
ち
、
踏
絵
鋳
造
の
権
限
を
幕
府
、
長
崎
本
行
所
が
掌
握
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
、
完
文
九
（
一
六
六
九
）
年
に
絵
踏
の
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
真
鍮
踏
絵
を
鋳
造
す
る
よ
う
に
な
っ
た
長
崎
奉
行
所
は
、
こ
の
踏
絵
を
倍
用
す
る
よ
う
に
、
暗
に
各
藩
に
強
制
す
る
の
で
あ
る
。豊
後
に
お
け
る
絵
踏
制
の
展
開
（村
井
）
誰
（
１
）
　
『踏
絵
―
禁
教
の
歴
史
―
』
七
七
頁
。
（
２
）
北
村
清
士
『大
分
県
の
切
支
丹
史
料
』
七
エ
ー
七
六
京
。
（
３
）
同
　
七
六
―
七
七
頁
。
（
４
）
同
　
七
九
頁
。
（
５
）
同
　
七
九
―
入
三
頁
。
（
６
）
同
　
八
四
頁
。
（
７
）
同
　
八
五
十
八
六
東
。
お
わ
り
に
以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
①
絵
踏
は
見
永
年
間
に
始
め
ら
れ
る
が
、
そ
れ
が
強
化
さ
れ
制
度
化
さ
れ
て
い
く
の
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
が
現
実
の
脅
威
と
は
な
ら
な
く
な
っ
た
寛
文
・
延
宝
期
で
あ
る
こ
と
、
②
絵
踏
強
化
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
万
治
，
寛
文
期
の
キ
リ
シ
タ
ン
露
顕
で
あ
り
、
こ
の
性
格
は
、
長
崎
本
行
所
を
通
じ
て
の
一幕
府
の
意
図
・
演
出
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
③
こ
の
よ
う
な
事
情
に
よ
り
強
化
さ
れ
た
絵
酷
に
つ
い
て
は
、
長
崎
奉
行
所
が
踏
絵
鋳
造
の
権
限
を
掌
握
し
、
そ
の
路
絵
借
用
を
各
藩
に
強
制
し
て
い
る
こ
と
等
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
う
。
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
の
重
要
な
支
柱
で
あ
る
寺
檀
制
度
は
全
国
に
適
用
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
絵
踏
は
九
州
地
方
に
の
み
行
な
わ
れ
- 40 -一
- 41 -
史
　
　
苑
（第
二
十
五
巻
工
号
）
て
い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
九
州
が
キ
リ
シ
タ
ン
地
域
で
あ
る
と
と
も
に
、
私
は
そ
れ
は
、
長
崎
本
行
所
を
通
じ
て
の
幕
府
の
九
州
支
配
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
と
考
え
る
。
先
述
し
た
寛
文
八
（
一
六
六
八
）
年
の
杉
谷
村
の
『指
上
申
一
冊
之
事
』
に
は
「我
ミ
儀
吉
利
支
丹
宗
門
二
而
無
御
座
二
付
而
影
を
踏
宗
門
丼
頼
置
候
寺
又
ハ
生
国
銘
ミ
ニ
書
付
差
上
申
候
少
も
吉
利
支
丹
之
儀
心
底
二
含
不
申
候
二
付
而
き
り
し
た
ん
の
起
請
文
書
載
候
此
旨
相
違
御
座
候
者
て
う
す
伴
天
連
ひ
い
り
よ
す
ひ
り
つ
さ
ん
と
を
は
し
め
て
う
す
の
か
ら
さ
絶
果
し
ゆ
う
た
す
の
こ
と
く
頼
も
し
を
う
し
な
ひ
終
頓
死
仕
い
ん
へ
る
の
の
苦
患
に
責
ら
れ
う
か
ふ
事
御
座
有
間
敷
事
」
と
い
ぅ
、　
い
わ
ゆ
る
南
蛮
誓
詞
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
南
蛮
誓
詞
は
俳靴設投
『も穀囀軸森賄ヤこ所的弥椴蚊相却様噺碓均争醍やめ軸
帰陸協典”嘘油各二輸湘移りお離略印酌移鞭せ二＝奉スω輔卵帥中
帥戦印峰一
「のな晦鵬ぱ兼防取れ称非卿得‐こ鵜装蜘政呼『謝翔紳
撃候事」と記されており、長崎奉行所が九州のキリシタン
に
関
す
る
権
限
を
掌
握
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
の
よ
う
に
絵
↓踏
は
、
キ
ツ
シ
タ
ン
禁
制
を
通
じ
て
の
長
崎
本
行
所
の
九
州
支
配
の
一
環
で
あ
り
、
幕
府
―
長
崎
本
行
所
―
各
藩
と
い
う
領
主
階
級
内
部
の
権
力
編
成
の
絆
で
あ
り
、
幕
府
の
一
公
儀
」
と
し
て
の
権
限
の
表
一現
と
し
て
、
発
動
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
絵
踏
の
幕
・
藩
関
係
に
お
い
て
持
っ
た
意
味
に
つ
い
て
考
察
し
た
が
、
権
力
編
成
の
一
つ
の
挺
子
と
し
て
機
能
し
た
絵
踏
は
、
も
ち
ろ
ん
民
衆
支
配
の
場
で
も
発
現
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
考
察
し
た
い
。
註
（
１
）
海
老
岸
有
道
「南
蛮
誓
詞
・
絵
踏
の
下
限
」
（
『維
新
変
革
期
と
キ
リ
ス
ト
教
』
新
生
社
・
昭
和
四
十
二
年
）
（
２
）
金
井
俊
行
編
集
（明
治
二
十
一
年
・
以
文
社
）
（
３
）
　
『
九
州
史
料
叢
書
６
』
（九
州
史
料
刊
行
会
，昭
和
三
十
一
年
）
（付
記
）
本
稿
を
作
成
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
海
老
澤
有
道
先
生
に
い
ろ
い
ろ
教
え
て
い
た
だ
き
、
史
料
の
閲
覧
に
つ
い
て
は
、
市
立
臼
杵
図
書
館
の
高
橋
長
一
先
生
に
お
せ
わ
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
明
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
と
思
う
。　
　
　
　
　
（立
教
大
学
大
学
院
修
士
課
程
修
了
）
―- 42 -一
